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社団法人 私立大学情報教育協会
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開催趣旨

「教育のグローバル化とネットワーク」

社会、経済、文化の地球規模での交流が一般化し、国際的な相互依存関係

が高まりつつある。教育にあっても同様のことが言える。既に多くの大学で

は、教育プログラム充実のため国内をはじめ国外の大学とも連携し、単位の

相互互換をはじめとする教育の連携を急速に進めてきているが、驚異的な情

報通信技術の進展により、教育における連携の在り方が広域的かつダイナミ

ックに変容しつつある。いわゆる、教室内に限定した授業から情報通信技術

を活用した国内外との合同授業、企業や社会参加による授業支援、さらには

国民のニ－ズに適切に応えられる生涯学習の実現など広域的かつオ－プン的

な授業の実現が可能となってきた。

ときあたかも、大学審議会をはじめ沖縄サミットにおいても情報通信技術

を活用した教育のグロ－バル化が取り上げられ、世界に開かれた大学づくり

と生涯学習への対応が大学に要請されてきている。このような状況に鑑み、

ネットワ－クを活用した大学教育における連携の可能性とその意義・効果に

ついて実例を踏まえつつ考究し、大学として今後に備えるべき対応・課題を

整理する機会としたい。
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プログラム

＜1: 0 0＞ 会長挨拶 戸　高　敏　之 氏（私立大学情報教育協会会長）

会場校挨拶 栗　田　　　健 氏（明治大学総長）

＜1: 1 5＞ 基調講演 「情報技術を活用した教育の国際連携の必要性」
サミットにおいて提唱されている教育のグロ－バル化を踏まえ、世界に通用する

人材の育成、生涯にわたる学習機会の確保を目指して、情報技術の活用が普及する

2 1世紀において教育制度、教育システムをどのように変革することが望ましいのか、

大学審議会および教育国民会議等の議論も含め示唆いただく。

講師：本　間　政　雄　氏（文部省大臣官房総務審議官）

＜1: 4 5＞ 事例紹介 「インタ－ネットで日米大学同時講義を実現」
日本にいて米国の大学の授業にリアルタイムで参加できる授業で、インタ－ネット

で日本の２大学と米国の１大学に生中継されるとともに、ネットワ－ク上に映像・

音声が蓄積されるため学生は都合のよい時間に受講することができる。

説明：慶應義塾大学環境情報学部

＜2: 2 0＞ 休　憩

＜2: 5 0＞ 審議状況報告 「新しい情報通信技術を活用した
生涯学習の推進方策の中間まとめ（生涯学習審議会）」

報告：樋　口　修　資 氏（文部省生涯学習振興課課長）

＜3: 1 5＞ 事例紹介 「生涯学習へのネットワ－クの活用と大学経営の展望」
文学、歴史、哲学など3 0の教養講座を衛星通信で全国の公民館、学校、企業に配

信するシステムで、電子教材による自習や電子メ－ルを使った質疑応答も取り入れ、

民間企業と新会社を設立し、1 0月から個人向けのネット講義を始める。情報技術関

連事業をＰＲしたい企業と社会人らを今後の教育サ－ビスの新たな対象として考え

る大学との共同事業を紹介する。

説明：白　井　克　彦 氏（早稲田大学副総長）

＜3: 4 5＞ 全体討議 「教育のグロ－バル化とネットワ－ク」
教育のグロ－バル化を進めるメリットと実現に向けての課題について経験されて

いる大学関係者を招き、パネルディスカッションを行い、世界に通用する大学教育

実現の可能性を模索する。

パネラ－：伊　藤　文　雄 氏（青山学院大学国際政治経済研究科長）

大　橋　正　和 氏（中央大学総合政策学部教授）

清　水　康　敬 氏（東京工業大学大学院理工学研究科教授）

私情協関係者

＜4: 4 5＞ 関連情報提供１ 「教材の電子化促進と権利処理への対応」
関連情報提供２ 「大学における情報化投資の実態と補助金の活用」

説明：戸　高　敏　之 氏（私立大学情報教育協会会長）

井　端　正　臣 氏（ 〃　　　事務局長）

＜5: 2 0＞ 明治大学情報関連施設のキヤンパスツア－
＜6: 0 0＞ 懇親会
＜7: 0 0＞ 閉　会



■ 参加対象
理事長、学長、理事、副学長（学長補佐）、学部長、教務部長

（教員限定）、短期大学の学科長、ご本人とします。なお、ご本人

以外に随員は２名まで参加できますが、ご本人が出席されない

代理者のみの参加は対象としません。

■ 参 加 費
１名　　１０,５００円

■ 申込方法
別紙申込用紙にて法人又は大学単位で一括して７月2 2日まで

に郵送又はF A Xして下さい。なお、参加費は法人又は大学単位

でまとめ、下記宛に７月28日までに振り込み下さい。

<振込先> あさひ銀行市ケ谷支店　普通預金　０５４４０９

名義人　（社）私情協

■ 会場への交通
ＪＲ中央線「御茶ノ水」駅下車、徒歩５分程度です。

なお、駐車場を使用される場合は、７月2 2日までに本協会事務局

（03-3261-2798）まで必ずご一報願います。



TEL.

連絡先　〒

大学・短期大学名 【申込連絡者名】

法人名、大学、

短期大学名

（フリガナ）

氏　　　名
役職名・所属学部（科）・身分

参加費　10,500円×　　　　　　　　　　名　　　　総計　　　　　　　　円

FAX.

社団法人 私立大学情報教育協会

第9回情報教育推進のための理事長・学長等会議
申 込 用 紙

※参加調整をお願いする場合には申込連絡者の方にご連絡します。

申込はF AX（0 3 - 3 2 6 1 - 5 4 7 3）でも結構です。


